
Ⅲ 施設提供事業の課題

《経営計画（平成30年度決算）における個別課題の抽出の考え方》

 個別課題については、平成30年度決算の計数を基に地区あるいは施設単位で「赤字」となっているもの

（11地区）を抽出した。ただし、平成30年台風第21号の影響により一時的に稼働率が下がったものの、

令和元年度には赤字を解消出来る見込みがある施設（A・B地区）については、検討の対象から除外した。

個別課題の抽出
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個別課題の箇所図

②青果物関連施設（安治川）

④K地区荷さばき地（上屋含む）

⑥その他の低稼働地区（D・E地区）

⑥その他の低稼働地区（I地区）

舞洲

夢洲

咲洲

凡例
：上屋
：荷さばき地
：荷役機械
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⑨J地区荷さばき地

⑦L地区基部荷さばき地
③R地区荷さばき地

⑩KF地区荷さばき地（船客上屋を含む）

②青果物関連施設（北港白津）

⑥その他の低稼働地区（Q地区）
⑤C1地区西荷さばき地

①C-6,7埠頭（荷役機械を含む）

⑧北港白津地区荷さばき地



Ⅲ 施設提供事業の課題

２．個別課題

① C-6、7埠頭（荷役機械を含む）

② 青果物関連施設

③ R地区荷さばき地

④ K地区荷さばき地（上屋含む）

⑤ C1地区西荷さばき地

⑥ その他の低稼働地区（D・E地区、I地区、Q地区）

⑦ L地区基部荷さばき地

⑧ 北港白津地区荷さばき地

⑨ Ｊ地区荷さばき地

⑩ ＫＦ地区荷さばき地（船客上屋含む）

（短期的取組、中期的取組）

（中期的取組）

（中期的取組）

（中期的取組）

（中期的取組）

（短期的取組）

（短期的取組）

（中期的取組）

（中期的取組）

（中期的取組）

13



Ⅳ 経営改善策
１．全般的課題への対応
① 稼働率向上のための分析及び戦略策定が必要
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大阪港全体の戦略案【再掲~抜粋~】
① 海外ポートセールスの推進、ブランド力の強化
② 府営港湾との連携、ゲート前滞留対策、集貨
③ コンテナターミナルゲート前混雑緩和
④ 内航フィーダーの貨物拡大
⑤ 豪州からの輸入貨物拡大
⑥ コンテナ船会社の統合などに対応したターミナルの再編
⑦ 民間による物流施設の整備促進
⑧ 外航フェリー貨物へのインセンティブ
⑨ PFI手法による天保山客船ターミナルの整備
⑩ 天保山客船ターミナルの一般会計化
⑪ 災害に強い港湾施設の整備

• 上屋及び荷さばき地の施設稼働率は全体で平均66％となっており、一部の施設では稼働率を上昇させる余地がある。
• 稼働率の向上のためには、SWOT分析による戦略案と事業者ヒアリング双方の結果から導き出された大阪港の競争力強化

策（取扱貨物量増加）に取り組むことが必要である。

事業者ヒアリングの結果

※大阪港に望むもの

① 使用料の低減

② インセンティブの導入

③ 用地の確保

④ 上屋の老朽化対策

⑤ 競争力強化の取組
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競争力強化策
※次ページ以降

課題解決のための現状認識
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